
共通
テキストボックス
この解答はあくまでも当協会の解答試案です。主催者側の解答ではございません。

共通
テキストボックス
解答試案付き



共通
テキストボックス
経験記述につき省略



共通
テキストボックス
（ロ）ボイリング
（ハ）ヒービング

共通
テキストボックス
（イ）水圧

共通
テキストボックス
（ニ）釜揚工法、ウェルポイント工法、バキュームディープウェル工法　　　　など
（ホ）薬液注入工法



共通
テキストボックス
①天日乾燥による含水比低下
　事前に室内試験により強度を確認するとともに締固め後のコーン指数等
　品質を毎日管理する。

②生石灰を固化材として使用し改良する。
　養生期間が１週間以上の発熱反応が終了したものでなければ使用しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



共通
テキストボックス
② 設計基準強度を小さく--- 強度をより大きく

共通
テキストボックス
⑤ 大きくする ----小さくする

共通
テキストボックス
⑧ スランプ値が大きい---------スランプ値が小さい 

共通
テキストボックス
⑥表面仕上げがしやすい------しにくい

共通
テキストボックス
⑩検査ができる-----　できない

共通
テキストボックス
①打ち継ぐにあたり、既に打ち込まれたコンクリート表面のレイタンスを完全に取り除き
　十分水を打って吸水させ、モルタル等を塗布して打ち継ぐ。
②打ち重ね時間は外気温が２５℃を超えるときは２時間以内、２５℃以下のときは
　２．５時間以内として施工する。
③外気温が高くコールドジョイントが発生しやすい場合は、遅延形ＡＥ減水剤を使用する。
④打込み速度を１～１．５ｍ／３０分以下とし、ブリーディングの発生を極力抑える。
⑤新旧の打ち継ぎ目は、内部振動機を旧打設面に１０㎝以上貫入させ、ていねいに締固める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



共通
テキストボックス
（イ）埋設物管理者・所有者、（ロ）試掘等、（ハ）道路管理者、（ニ）深さ、（ホ）立合い

共通
テキストボックス
（１）掘削置換え工法
　　軟弱地盤の一部又は全部を除去し、良質土で置き換える。

（２）固結工法
　　石灰、セメント等を地盤に投入混合し、地盤中に柱を造り、脱水や化学的結合
　　によって地盤の強度を上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　------------など


この他、緩速載荷工法、安定処理工法、盛土荷重工法、表層排水工法、
サンドマット工法など




共通
テキストボックス
（イ）工事規制図面・道路使用許可証・道路占用許可書、
（ロ）道路利用者（現場周辺地域、第三者）、
（ハ）説明、（ニ）交通誘導員、（ホ）点検・巡視



共通
テキストボックス
①油圧バックホウの掘削斜面への転落
　（防止対策）誘導者と合図を統一し、誘導者の誘導により作業を行う。

②ダンプトラックの運転席とバケットの接触事故
　（防止対策）ダンプトラックは荷台をバックホウに向けて停止させ、積込み作業を行う。

③誘導者、作業主任者とのバケットの接触事故
　（防止対策）バックホウの作業半径内の立入りを全面的に禁止する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-----------------など



共通
テキストボックス
（イ）工期・使用時間（期間）、（ロ）建設機械・使用機械、（ハ）整備不良、
（ニ）原動機、（ホ）周辺住民

共通
テキストボックス
①元請業者は、解体工事の場合は、その構造物の構造、新築工事の場合は特定建設
　資材の課題他、工事着手の時期、工程の概要、分別解体等の計画等を記載した書面
　を交付して説明しなければならない。
②元請業者は、下請業者に対して、都道府県知事への届出事項を告示したうえで下請
　契約を締結しなければならない。
③元請業者は各下請負人が建設工事の施工に伴って生じる特定建設資材廃棄物の
　再資源化を適正に行うよう指導しなければならない。
④元請業者は再資源化が完了したときは、発注者に書面で報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-------------など


	無題



